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第１章事業概要

1. 事業目的

■ 中高生世代ワークショップ「Teensムサカツ」
は、将来を担う世代が市政や地域活動等に関心
を持ち、市の施策に関する理解を深めたり、自分
たちの世代向けの事業についての提言を行った
りできる場をつくることを目的とした事業である。
令和５年度は特に、参加者が自らの見識を「中高
生世代の意見」として市に提言し、第六次子ども
プラン武蔵野の内容等に反映させるための議論
等を行った。

■ 令和５年度は、特定非営利活動法人文化学習
協同ネットワーク（本部：東京都三鷹市）が本事
業を受託・運営した。

■ 令和５年度のTeensムサカツでは、「『こんな
場があったらいいな』を市政に」を年間テーマと
して設定した。令和５年４月に施行された「武蔵
野市子どもの権利条例」では、「市は、子どもが自
分らしく居られる多様な居場所づくりを推進し
ます」（第13条1項）と定めており、条例の内容を
具現化していく上で、中高生世代がどのような

「居場所」を求めているのか、当事者たちの願い
や要求をまとめていくことをねらいとした。

※ 詳しくは、こども家庭庁が策定した「こども・若者の意見の政策
反映に向けたガイドライン〈全体版〉」p.50～52を参照。

■ プログラムを立案するにあたり、以下の４点
を重視した。

① 中高生世代にとって身近なテーマである「居
場所」について、中高生世代が日常生活にお
いて感じている困りごとや、市内の既存の居
場所等を利用する上での利用しづらさ、過ご
しづらさなどから、その背景にある願いや要
求を明らかにしていくこと。

② 安心・安全な話し合いの場をつくること。そ
のために、単発のワークショップではなく、
全６回の継続的なワークショップを通して、
担当するファシリテーターと参加者との信頼
関係づくりや、参加者相互の関係づくり、互
いの想いを聴きあう集団づくりを重視する。

③ 事業のアウトカムとして、中高生世代の意見
を「提言」として市政に伝えるとともに、それ
に対するフィードバックをもらうこと。小さ
な変化でも、「自分たちの声によって、周りが
動いた、状況が変化した」という体験を通し
て参加者の自己効力感を高めていくことを大
事にする。また、最終的な「提言」だけでなく、
各回の議論を記録として残し、本報告書に記
載することで、中高生世代ならではの視点や
表現等を「第六次子どもプラン武蔵野」の内
容等に反映しやすくする。

④ 「声を聴かれにくいこども・若者※」の声を集
める工夫を設けること。実施団体内外のネッ
トワークを活用し、不登校経験のある中高生
世代、経済的に困窮な家庭の中高生世代、障
がいのある中高生世代など、さまざまな背景
の中で生きる当事者の声を集める工夫を行う。
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2.プログラム概要

■ 令和５年度は「『こんな場があったらいいな』を市政に」を年間テーマとし、
以下の通り全６回のプログラムを実施した。

3.ワークショップ参加者について

■ 本事業の対象・広報・参加動機については以下の通りである。

※ 第３回の欠席者のフォローアップ回として、１０月２９日（日）および１１月１２日（日）に、１時間程度のミニワークショップを行った。

第 1 回

第 3 回

第 5 回

対 象 広 報 参 加 動 機

第 2 回

第 4 回

第 6 回

８月１８日（金） 13:00～15:00

武蔵野クリーンセンター

お互いを知る
• 年間テーマおよびプログラム概要を伝えた。
• 参加者が普段利用している市内の場所をマッピングし、

「こんな場があったらいいな」を考える上での小テーマ
を抽出した。

日時

場所

概要

9月１８日（月・祝） 13:00～16:00

武蔵野プレイス

考える （練習編）
• ワークショップ①「デザイン思考を学ぼう」に取り組んだ。
• 物事を多角的にとらえること、自分視点だけでなく他者

視点に立って考えることを学んだ。

日時

場所

概要

12月10日（日） 13:00～17:00

武蔵野市役所 および 各フィールドワーク先

出会う
• グループごとに、施設見学やアンケート調査、ゲストイン

タビュー等のフィールドワークに取り組んだ。

日時

場所

概要

2月12日（月・祝） 13:00～17:00

武蔵野総合体育館

深める
• 「武蔵野市子どもの権利条例」および「子どもプラン武

蔵野」についての理解を深めるために市職員よりレク
チャーを受けた。

• ワークショップ③「市政への提案を作ろう」に取り組んだ。

日時

場所

概要

3月１0日（日） 11:00～17:30
※市政提案会は13:30～15:30で実施

日時

武蔵野プレイス場所

伝える
• 市政提案会「『こんな場があったらいいな』を伝えよう」

を開催した。全体発表およびポスターセッションを通して、
市長・教育長をはじめ市職員に提案を行い、フィードバッ
クをもらうことで、最終的なまとめを行った。

• 全６回の振り返りおよび修了式を行った。

概要

A 昨年度までの Teensムサカツに参加して、
たのしかったから

B 中高生世代の人と（学校外の人と）話しあう
機会がほしかったから

C 市（市政）について知りたかったから
D 学校でチラシをもらって興味を持ったから
E  友だちに誘われたから

第１回の「振り返りシート」にて、Teensムサカツへの参加
動機について質問項目を設定した。参加者の回答を運営
事務局で整理し、以下のように項目分けをした。

10月22日（日） 13:00～17:00

武蔵野市役所

考える （実践編）
• ワークショップ②「“こんな場があったらいいな”を考え

よう」に取り組んだ。以下の３つのグループが形成された。
• A. 「中高生（同）世代交流ができる場」
• B. 「多世代が交流できる場」
• C. 「運動・スポーツができる場」

日時

場所

概要

武蔵野市在住または在学の中高生世代

対象者

応募者数

26人／定員30人

参加者の構成
• 中学生年代：１３名、高校生年代１３名
• 市内在住：１８名、市内在学：８名
• 過去のムサカツ事業参加者：８名

周知方法

市報、市ホームページ、
市公式ＳＮＳ（ＬＩＮＥ，Ｘ（旧ツイッター），
Facebook）、むさしのFM、チラシ配布

チラシ配布場所
• 全市立中学校
• 市立以外の市内中・高等学校
• 市関連施設（図書館等）
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4.運営体制について

■ 実施団体において、事業統括責任者１名およ
び運営事務局４名の実施体制をつくり、年間プ
ログラムを企画・運営した。ワークショップ実施
にあたっては、市担当課と毎回事前に打合せを
行い、ワークショップの進捗および参加者の様
子を共有した上で、ワークショップ内容を協議
し決定した。

■ 各回のワークショップ全体を進行する「メイ
ンファシリテーター」は、事業統括責任者および
運営事務局職員が担った。実施団体が運営する
フリースクール事業等において、中高生世代と
関わってきた経験が豊富な職員を配置した。また、
小グループにおける話し合いを補助する「グルー
プファシリテーター」として、実施団体が大学生
等を募集し、配置した。実施団体職員よりも参加
者と年齢の近い大学生等が話し合いのサポート
役を担うことで、参加者との関係づくりや意見
を言いやすい雰囲気をつくることを期待した。

なお、グループファシリテーターのファシリテー
ションスキル向上のため、以下の取り組みを実
施した。

• １グループに複数のファシリテーターを配置し、
相互の気づきを促すこと

• 実施団体職員をグループファシリテーターとし
て2名配置し、必要に応じて助言等を行うこと

• 初回から段階的に役割を広げ、徐々に大きな役
割を担ってもらうこと

• 事前および事後の振り返りを丁寧に行い、関わ
りを振り返る機会をもつこと

•「ファシリテーション研修」を年２回実施し（詳
細は第５章に記載）、ファシリテーションに必要
な基礎的な視点および姿勢を身につけること

■ 上記のほかに、当日の会場設営や備品準備、
記録写真の撮影等を行う「会場運営補助者」とし
て、市民１名を含む３名の若者とコーディネー
ト役の実施団体職員１名が参加した。

■ 毎回実施前に、事業責任者、運営事務局、およ
びグループファシリテーターで、事前ミーティ
ングを行い、各回の目的やワーク内容、各グルー
プのメンバー構成等を確認・協議した。また、実
施後の振り返りミーティングでは、各グループ
での話し合いの様子を細かく共有するとともに、
参加者一人ひとりの様子を共有し、「安心・安全
な話し合いの場」をつくるために、どのようなか
かわりが必要か、ファシリテーターとして大事
な視点を検討・共有した。

■ グループファシリテーターの構成は以下の通
りである。

※ 大学生は、市内の成蹊大学の他、国際基督教大学、杏林大学
等、近隣の大学に所属する学生が半数以上を占めている。また、
４名は、実施団体が運営するフリースクール事業や学習支援事
業にボランティアとして継続的に関わっている学生である。なお、
過去のTeensムサカツ参加者（現在は大学生）が１名参加した。

※ 募集は、実施団体が運営する「むさしの地域若者サポートステー
ション」を通じて行った。さまざまな背景のもと就労を目指す若
者が、ワークショップの準備等「周辺的な仕事」から場に参加す
ることで、活動の足場を広げていく機会となることを期待した。

グループファシリテーターの構成

合計 12名

大学生��������������9名

社会人��������������1名

実施団体職員��������2名
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第
１
回

お 互 いを知る
武蔵野市内にある‘居場所’を知ろう

所 感

参
加
者
同
士
が
年
間
を
通
じ
て
集
い
、

提
案
を
作
る
仲
間
で
あ
る
と
い
う

意
識
を
持
っ
て
も
ら
う

T
e
e
n
s
ム
サ
カ
ツ
に
つ
い
て
知
り
、

今
年
の
テ
ー
マ
や
概
要
を
理
解
し
て
も
ら
う

総申込者26名中、22名の参加があり、年齢、性別ともにバ
ランスの良い参加者分布となった。第１回は、参加者同士が
知り合うこと、そして今後 Teens ムサカツに参加するハード
ルを少しでも低くすることを第一義として実施した。
私立学校からの参加者が多く市内在住者（生まれ育った環境
下での親しみのある施設）が少ない印象、公共施設をあまり
利用していない肌感覚を得ながらも参加者の雰囲気は良好で、
実施目的は達成できたと評価できる。

日時 2023年8月18日（金）

場所 武蔵野クリーンセンター
見学者ホール

参加者 22人

実 施 プ ログ ラム

Teens ムサカツの概要を武蔵野市担当課より、
今年度のテーマや1年のスケジュールを事業受
託団体である特定非営利活動法人文化学習協同
ネットワークより説明を行った。

1. 事業概要説明

昨年度からの継続参加者だけでなく、新規参加
者をはじめ今年度関わるスタッフとの顔合わせ
となるため、６グループに分かれて自己紹介ワー
クを行い、プログラム中に使用するニックネー
ムを周りの参加者のアイデアも参考に作成した。

2 .アイスブレーク

年齢差生活圏の幅を考慮し、参加者を中1年齢、
中2～高１年齢、高２～高３年齢の３グループ
に分け、武蔵野市全図を使用しながら、参加者
が「普段どこで、どんな施設を利用しているの
か？」をシェアし合いながら同世代がどんな生
活圏で、必要に応じてどんな施設（お店）を利用
しているのかを知り、運営側である我々も年間
テーマである「こんな場があったらいいな」を
議論していく上での手がかりを作っていく機会
とした。

3.ワークショップ

実 施 目 的
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第
２
回

考 える方 法を学 ぶ
デザイン思考を学ぼう

所 感

「
ア
イ
デ
ア
を
出
す
」
た
め
の

視
点
や
考
え
方
を
学
ぶ

大
テ
ー
マ「
こ
ん
な
場
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
」を

考
え
て
い
く
う
え
で
、小
さ
く
ま
と
ま
り
が
ち
な

発
想
を
広
げ
る

「日本人的な」あるいは「普通の」視点から解放されたアイデ
アを考えるということを体験することで、新しい視点で物事
を考えた先に今後の市民社会がより成長することができる可
能性を実感しうる貴重な機会に繋がった。
一方で、考える機会、思考を深める機会として設定した第２
回だったが、結果的に内省的なインプットが中心になったこ
とは、論理的思考を伴う作業に苦手意識を持つ参加者にとっ
ては精神的負担が大きかったこと、事業スタート間もない参
加者たちをしっかり集団としてまとめるプログラム構成を行
う必要があったことが第３回以降の参加者動向を鑑みると推
察できる。

日時 2023年9月18日（月・祝）
場所 武蔵野プレイス　フォーラム
参加者

講師

18人
筒井 一郎 氏（ヌールエデザイン総合研究所）

実 施 プ ログ ラム

ゼロから発想し、創造するということはそもそ
もどういうことなのか、答えのない課題を解決
していくための考え方のポイントを従来の思考
パターンや事例をもとに学んだ。

1.「クリエイティブ」「デザイン思考」
とは（座学）

 特性診断（エニアグラム）で自分自身の考え方
の傾向を知り、今後のアイデアづくりや思考整
理を行ううえでの材料とする。

2 .「自分自身の思考のクセを知る」

２のワークを経て、設定された動物にポジショ
ンチェンジを行なったうえで、新しい視点で環
境・社会問題を見つめる。実在する「何か」が3
分の１に減った時、減った分だけ良くなること、
幸せになる社会とは？という問いをもとにワー
クを行なった。

3.ワーク「1/3」

実 施 目 的
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第
３
回

願 いを知る、考 える
‘こんな場があったらいいな’を考えよう

所 感

右
記
を
も
と
に
、
今
後
の
取
り
組
み
に
お
け
る

グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
ゴ
ー
ル
を
設
定
し
、

そ
こ
に
至
る
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
を
検
討
す
る

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
問
題
意
識
や
取
り
組
み
た
い

テ
ー
マ
を
具
体
的
に
言
語
化
し
、他
者
に
共
有
す
る

様々な事情が重なり、参加者が総数のうち3分の1以下となった。
各参加者の興味関心に応じて６グループに分かれてのセッショ
ンを2回行う予定だったが、セッションによっては1名しか参
加者がいないという状況もあったため、結果的にグループセッ
ションの数を削減、それに応じて提案づくりに向けたグルー
プも３つに絞られることになった。
少人数だからこそ、一人ひとりの話や想いを聞き合う時間を
長く設定でき参加者の満足度は低くはなかったものの、参加
者がイメージする「こんな場がほしい」はイメージの域を出
ないこともあり、すべてのグループが明確なテーマ設定を作
ることに苦労していた。

日時 2023年10月22日(日)

場所 武蔵野市役所　802会議室

参加者 7人

実 施 プ ログ ラム

 第1回の参加者の関心事を6つの小テーマを仮
設定し、事前に実施したアンケートをもとに、
テーマ毎に分かれて興味関心について共有し
合った。セッションをベースに自分なりに深め
たい事柄を言語化し、それぞれの願いに共通点
を見つけながら提案作りに向けたグループづく
りを行なった。
6つの小テーマは以下の通り。
─────
• 勉強する場
• 室内でゆっくり過ごせる場
• 運動・スポーツができる場
• 多世代交流ができる場
• 中高生（同）世代交流ができる場
• 進路について考える場

1.グループセッション

 【運動・スポーツができる場】【多世代交流ができ
る場】【中高生（同）世代交流ができる場】の３つの
グループに参加者が分かれ、共通点を探りなが
ら具体的にグループ全体で作成する提案を言語
化し、提案に向けてどういった準備（情報、視点
など）が必要かを話し合いながら、第4回のフィー
ルドワーク先の候補についても意見を出し合った。

2 .グループワーク

実 施 目 的
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第
４
回

場 所 、人と出 会う
フィールドワーク

所 感

提
案
づ
く
り
に
必
要
な
情
報
を
集
め
る
と
と
も
に
、

参
加
者
以
外
の
多
様
な
視
点
に
出
会
う
。

「
こ
ん
な
場
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
」を
提
言
の
形
に

し
て
い
く
た
め
に
、施
設
の
見
学
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
取
り
組
む

第3回の参加者が少数だったこともあり、フィールドワーク
後のグループセッションは前回のワークを再度繰り返さざる
をえない形となった。しかし各参加者がこれまでイメージの
みで語っていた事柄が、施設や取り組みの実際を知ることで、
議論に厚みが生まれ、より現実的な議論に進む機会ともなった。
各参加者の想いを集約しながら、どういった提案作りになっ
ていくのかグループファシリテーターの試行錯誤が始まった。

実 施 プ ログ ラム

A：中高生世代が交流できる場（施設見学）
　参加者3名
→境南コミュニティセンター（境南コミュニティ

協議会会長　後藤順一さん）、武蔵野プレイ
ス（矢澤 悌子さん）

B：多世代が交流できる場
　（ゲストによる活動紹介）　参加者8名
→神村美里さん(TeensTownむさしの)
　中村勇太さん（ぷらっと吉祥寺）
　谷村一成さん（NPO法人greenbird）

───
各ゲストの行っている取り組みについて活
動の背景や想い、活動内容について話を聞き、
座談会形式で意見交換を行った。

C：運動・スポーツができる場（施設見学）
　参加者6名
→武蔵野総合体育館
　（緒方光さん、河内幸子さん）

1.フィールドワーク

施設見学やゲスト講義を経ての気づきや感想を
共有し、最終回の提案作りに向けて課題やアイ
デアなど出し合いながら具体的な提案作成に向
けた基礎作りに取り組んだ。

2 .グループセッション

実 施 目 的

※ 第3回実施時、欠席者が多かったため第4回の実施に向けて、調
整がついた12名については第3回のワークのフォロー及び第4回
のフィールドワーク先の希望についての聴き取りを10月29日（日）
および11月12日（日）に対面で行った。

日時 2023年12月10日(日)

場所 武蔵野市役所　802会議室
およびフィールドワーク受入施設

参加者 17人※
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フィールドワー ク 各 グル ープ 詳 細
───

A グル ープ
「 中 高 生 世 代 が 交 流 で きる 場 」

 「友だちと気軽に行ける場が近くにない」「同世代
の友だちをつくりたい」などの声を受け、市内で中
高生世代が集っている境南コミュニティセンター（以
下、境南コミセン）と武蔵野プレイスの2か所を見
学した。
近年リニューアルされた境南コミセンの館内はと
ても綺麗で、当日は小中学生がロビーで勉強したり、
体育室でスポーツをしたりしていた。館内には「自
習スペース」もあり、高校生世代の利用が多いと
のこと。近くに武蔵野プレイスがあるが、人が多く
て入れなかったり、賑やかで勉強しづらいという理
由で小規模なコミセンを選んできているというお
話もあった。
武蔵野プレイスでは、地下２階の青少年フロアを
中心に見学をした。青少年フロアの掲示板に、中
高生世代が想っていることを自由に紙に書いて貼

A グループでは、中高生世代
の武蔵野プレイスの利用実
態を知るために、アンケート
も実施した。第３回の最後に、
グループのメンバーで質問事
項を考え、それに基づいて運
営事務局でアンケートフォー
ム（オンライン形式）および告
知チラシを作成して実施した。
ただ、その後の第４回、第５
回とグループのメンバーの参
加が安定しなかったこともあ
り、アンケートの回答結果を
市政提案づくりに十分に活か
すことができなかった。

＜実施概要＞
• 実施期間：2023年11月18日～12月31日
• 告知方法：武蔵野市SNS、武蔵野プレイス青少年フロア来館者、ム

サカツ参加者へのメール、等
• 回答者：60名　※対象は「市内在住・在学の中高生世代」

＜結果概要＞
• 回答者属性としては、中学生が53％、

高校生が43％で、市内在住が76%、市
内在学が23％であった。そのうち、「武
蔵野プレイスを利用したことがある」
と回答したのが86％（52名）で、以下
は「利用したことがある」方への質問
事項に対する回答である。

• 在住の地域（在学の場合は学校所在地）
は、武蔵境地域が60％と過半数を占め
ており、交通手段（複数回答可）につい
ても、「自転車」「徒歩」がともに51％
だったのに対して、「電車」が23%、「バ
ス」が３％であった。

武 蔵 野 プレ イス  利 用 状 況 アンケートの 実 施

れるコーナーがあり、参加者は熱心にそれを見て
いた。特に注目していたのは、一つ一つの声に職
員さんが丁寧に「お返事」を書いて貼っていたこと
で、「みんな誰かに話を聞いてほしいのかな」とい
う感想も出ていた。
実際の「場」を見学したことで、「どうしたらもっと
利用しやすくなるのか」について、利用方法や開
館日などの具体的なことから、場の規模や雰囲気、
過ごし方に関わることまで中高生目線から様々な
意見や感想が出てきて、その後の提案づくりにつ
ながるフィールドワークとなった。

• 利用目的（複数回答可）については、「学
習」が72％、「図書館の利用」が70％、

「友だちと一緒に過ごす」が56％であっ
た。利用時の人数については、「１人」
が51％、「２～３人」が38％、「４人以
上」が9％であった。

•「利用の仕方やプログラムに関しての
要望」には、「少し話しても良い勉強ス
ペースをもっと増やして欲しい」「人多
い」「休館日をなくしてほしい。かなり
不便」「地下二階に席を追加していただ
きたいです」「使い方をもっとわかりや
すくしてほしい。」などの回答があった。
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フィールドワー ク 各 グル ープ 詳 細
───

B グル ープ
「 多 世 代 が 交 流 で きる 場 」

C グル ープ
「 運 動 ・ス ポーツ が で きる 場 」

「多世代が交流できる」というキーワードだけでは
分野も広く、適当な常設の施設も見つからないと
いう事情で、様々な手法で交流するキッカケを生
む活動をしている方を招いての座談会を実施した。
3名の各ゲストスピーカーからの活動紹介ののちに、
座談会形式で参加者それぞれが感じるモヤモヤ
や話したいテーマについて意見交換が始まり、徐々
に「多世代交流」に関する話題へと移った。
大人と出会って、話をして、進路を考える材料にな
るような場が欲しいという人、子どもが好きだけど、
小さい子と出会ってお世話をする機会が無いと話
す人、大人と対等に社会問題について語りたい人

今回の見学ではこれまでほとんどの参加者が利
用する機会のなかった各種道場を含めて見学をし、
体育館の機能や利用方法について担当の方から
話を伺った。
また、職員さんからは「ストリートスポーツ広場」が
できた経緯についても説明してもらった。この「ス
トリートスポーツ広場」はスケートボードやBMX
ができる施設で多くの子どもや若者が利用してい
るが、市民からの作って欲しいという手紙がきっか
けとなって作られたと説明していただいた。自分た
ちの思いや願いを届けていこうとしているメンバー
たちにとっては見本ともなるような事例で勇気を
もらったのではないだろうか。
フィールドワークを終えて、会場に戻ってからは感

…etc、色々な方向に話は広がっていくなかで、「自
分たちが」欲しい場を考える上で、大人の関与や
サポートはどれくらい必要なんだろう？あるいは、
自分たちで「場」の運営はできるのか？？そんな少
し違った切り口の話題にも触れることになった。

想を交流し、どんな場が欲しいのか改めて自分た
ちの願いを出し合い、「利便性を考えたら駅から近
い方がいい」、「地下だったら騒音問題も解決する
のではないか」、「駅前の道を歩行者天国にして、そ
こにバスケットゴールを置いたらいいのではないか」
など、今後につながる多くの意見が出てきていた。
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第
５
回

提案を作る、深める

所 感
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に
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作
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し
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え
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の
か
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わ
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改めて本事業実施の目的を参加者におさえてもらうことでよ
り明確に相手や提案をイメージしてもらうこと、そして最終
回に向けて最低限の提案づくりが終了することを目指す回と
なった。この回においては、各グループの進捗や参加メンバー
の状況に応じて、サポートの加減や進行方法など事前の準備
段階からグループファシリテーターによる試行錯誤が大きい
回ではあったものの、明確なゴール（提案会）に向けた具体
的な作業を通じて参加者たちの議論や交流は一層深まった様
子が伺える。

日時 2024年2月12日(月・祝)

場所 武蔵野総合体育館　大会議室

参加者 19人

実 施 プ ログ ラム

第5回を通じて作成する提案を【誰に】【なぜ】伝
えるのかということを共通認識としてもっても
らうことを目的として担当所管課である子ども
子育て支援課子ども政策係の職員より、ムサカ
ツの実施目的、まちづくりにおいて中高生世代
の声を表明する意義について、武蔵野市子ども
の権利条例にも触れながらミニ講義を行った。

1.座学「そもそもムサカツの実施目的とは？」

最終第6回の枠組みを参加者に伝えたうえで、
第4回のフィールドワーク、およびグループセッ
ションを土台に提案作成に取り組んだ。作成に
おけるポイントを予め指定し、提案の基本構成
を以下の3点とした。
A. 願い「こんな場がほしい」
B. 背景「なぜその願いを持ったのか」 
C. 具体案・要望「実現に向けたアイデア」

また、具体的制作物に関しては、
①発表用スライド
②ポスターセッション用模造紙
　（詳細版・各グループごと）
以上2点の制作をワークに組み込んだ。スライ
ドについては基本的なひな型を予め準備しイメー
ジをしやすくする一方で、模造紙については各
グループのグループファシリテーターと参加者
が目指す提案に応じたグループごとの作成とした。

2 .ワーク

実 施 目 的
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第
６
回

伝 える／ 市 政 提 案 会
「こんな場があったらいいな」を伝えよう
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「提案会はムサカツ参加者の子どもたちのもの」というコンセ
プトで、最低限の運営（司会、開会挨拶）を子どもたちで行っ
てもらう形とした。最終回ではあるものの残念ながら、11名
が不参加であった。参加者1名で発表や意見交換をするグルー
プも出たものの、結果子どもたちの力に助けられ提案会を終
えることができた。

日時 2024年3月10日（日）

場所 武蔵野プレイス
フォーラム

参加者 15人

実 施 プ ログ ラム

午後の提案会に向けて、発表原稿作成やリハーサ
ルなど各グループで最後の詰め作業に取り組んだ。

1. 最終準備

提案会参加者／小美濃市長、竹内教育長、武蔵
野市役所関係各課（子ども子育て支援課、児童
青少年課、企画調整課、資産活用課、市民活動推
進課、生涯学習スポーツ課）、フィールドワーク
でお世話になった関係者の方々

タイムテーブル
• 全体発表：全4グループ各5分程度のスライド

による全体発表
• ポスターセッション：全4グループが作成した模

造紙を展示したブースを設置。提案会参加者
は自由に各ブースを回りながらムサカツ参加者
と10分/グループを目安に意見交換を行った。

• 市長、教育長による講評：各グループの提案に
対するフィードバック、意見交換での感想など

2.市政提案会
「こんな場があったらいいな」を伝えよう

提案会参加者が退場の後、グループごとに提案会
を終えての感想交流を行い、市長、教育長などか
ら寄せられた感想や意見をもとに提案を再検討し、
提案の最終決定をもって全6回のまとめとした。

3. ふりかえり、まとめ

グループファシリテーターより1名ずつ修了証を
手渡し、一言ずつ感想をまわす形で修了式を行った。

4. 修了式

実 施 目 的
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中
高
生（
同
）世
代
交
流
が
で
き
る
場

第１部│全体発表

■提案②：多くの人に知ってもらうための魅力的な告知と宣伝
• 中高生世代が友だちと集まれる場所やグループ活動等のため

に使用できる施設について、各種SNSで告知することや学校
の活動場所として積極的に利用してもらうことが必要。

• 多くの人に知ってもらえる機会を増やし、「そんな施設知らな
かった」ということをなくしたい。

■提案③：中高生の視点からつくる、中高生による、中高生のた
めのゼロからの企画
• ワークショップ等の企画段階から中高生が参加すれば、中高

生の視点に立った企画が生まれ、同世代の参加者が増える。
• ムサカツのような場でも、話し合うテーマを自分たちで決め、

より豊かな発想を生むことができる機会をつくりたい。

■提案①：中高生に向けての施設利用の促進
• 中高生世代が公共施設等を利用することを促すためには、世

代や使用目的で場所を分けるなど、中高生を含めた多世代が
利用しやすい空間をつくることが必要。中高生は、同世代が
少ない場所には行きづらいので、「当たり前に中高生世代が居
られる場」を増やしたい。

• 施設予約の際に（特にコミュニティセンターについて）、公式サ
イトからのウェブ予約を可能にするなど、利用手続きを簡略化
し、わかりやすくすることも必要。

• 「友だちと気軽に集まれる場がほしい」「もっと同世代と話したり、
つながりをふやしたい」「そのきっかけとして、学校外の企画や
活動があったらいい」、などの願いに対して、話し合いや施設
見学を通して以下の課題が見えてきた。

• 一つは、中高生が利用しやすい雰囲気や制度のある施設が少
ないので、中高生世代の市の施設（たとえばコミュニティセン
ター）の利用率が低いこと。

• もう一つは、中高生主催のワークショップやイベントが少なく、
中高生ならではの視点が活かされていないこと。

グループ
A

説 明（背景など）

中高生同士で話したい！
つながりを増やしたい！

グル ープ の 願 い

提 案

発 表 用スライド 市 政 提 案 の 内 容 ※１
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第２部│ポスターセッション

来場者のコメントふせんより

まず一つの気づきとしては「子ども」を一括りで考えな

いでほしいという話です。何か取り組みを行う際に中

高生は一緒にできるかもしれないが、小学生はなかな

かまだ入れないという話がありました。そこに年代別の

ハードルがあったのかと思いました。もう一つは、場の

使い分け。勉強したい人もいるかもしれないけれど、ワー

ワー騒ぎたい人もいる。もし場を作るにしても用途に応

じて分けてほしいという要望をいただきました。一つの

場を作るだけではなく、やりたいことによって区分けした

り、防音をしたり、そういうことも必要なんですね。そし

て最後に、公共施設の定休日についてです。水曜日が

一番授業が早く終わるので、放課後の時間を一番使え

る水曜日に開けて欲しいということです。これは今後しっ

かり参考にさせていただきたいなと思いました。

─── 小美濃市長

同世代と交流できる場を設けたいという提案でした。

お話を聞いていてよく分かったのですが、「場」という

意味には２つあって、物理的な空間なのか、それとも

イベントのような機会なのか。お話を伺っているうち

に後者のイベントなどの機会を設けてほしいというこ

とだと分かり、私自身すごく理解が進みました。そう

いう機会が改めて大事だなと感じました。

─── 竹内教育長

•	 武蔵野プレイスでできるようなこと（特にB2の青少年
フロア）が、吉祥寺エリアや中央エリアなど、もっと数
がほしいというのはとても共感できる。
•	０から企画するのは、その過程で仲も深まるので良い
と思った。
•	 市にどのような施設や団体があるのかをより知っても
らえると可能性が広がると思いました。
•	 ただ「中高生集まって」だけだと想像しづらいけど、こ
のイベントをするので準備段階から手伝ってもらえま
せんか？だと考えやすい。
•	 自由にテーマを選んで話せる場（ex 武蔵野プレイス
で行われている「もやっとプレイス」）で話す。同じとこ
ろで繰りかえし会うと親しくなっていく。
•	 待ち合わせができる場所づくり
•	 中高生のために、水曜午後に利用できる施設を！
•	 中高生に、コミセンの魅力発信をしてほしいと思いま
した。
•	 来年度のムサカツのテーマ決めも中高生主導ででき
ないか？と考えました。

【質問】ゼロからの企画づくりというのは具体的には？
どうやって実現する？
→中高生が集まって、やりたいことや中身をみんな
で決めるところから企画をつくってみたい。そのた
めには、中高生が日常的に集まる場所を増やすこと。
例えば、コミセンに中高生が多く来るようになれば、
そこで企画を練ることができる。

【質問】「中高生が利用しやすい雰囲気」とは具体的
には？
→「コミセンの受付を中高生がする」というのはい
いかも。自分の知り合いや友だちがいると、行きや
すくなる。

【質問】なぜ「学校外」でやりたい？
→（当日の意見交換からではなく、模造紙のふせん
記録より）学校だといつものメンバーの前で、どう
思われるか気になって、本当に思ったことを言いづ
らいときもある。だから、学校とは違う場もあると
いい。

来 場 者との 意 見 交 換 より

※２

※１ 当日の発表原稿をもとに、運営事務局で言葉や説明を補った
※２ 最終的な提案に載らなかった声も含めて、ポスターセッション

用模造紙のふせん内容を第６章に掲載

市 長・教 育 長 の
講 評
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第３章 提言まとめ

多
世
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■実施に向けたアイデア①：多世代で運営する実行委員会
武蔵野食堂の運営を行うための実行委員会を組織し、委員は世
代ごとに定員を設けて募集することで、子どもから大人まで多世
代の意見を取り入れた食堂づくりを行う。中枢の決定は子ども
が担い、大人が用意した環境ではなく子どもの意見が大切にさ
れる運営環境を作りたい。

■実施に向けたアイデア②：クラウドファンディングによる運営資
金づくり
運営において食事に必要な材料費や施設の借用費などの必要
経費を参加費で賄う場合に小学生など小さい子どもたちが参加
しにくい可能性がある。そこで、クラウドファンディングを活用し、
資金の調達を行う。その際、挑戦を通じてSNSで活動予定や活
動記録を発信して知名度を高め、また何らかの形で市に協力をし
てもらうことで武蔵野食堂の取り組みへの信頼性を担保していく。

■提案：みんなで作ってみんなで食べる武蔵野食堂
上記のような願いから、まずは参加者同士が一緒に料理を作っ
たり、みんなで作ったものを食べる過程を大切にして、信頼関係
を築きながら交流する「食堂」の運営を考えた。

このグループは高校生が中心となって提案を作成したこともあり、
将来を見据えて普段関わらないような大人と交流し話を聞くこと
で進路を考える参考にしたい、あるいは程よい距離感の大人に
悩みを相談したいという願いをどうやって実現するかを考えた。
大人と話しがしたいと思っても、ただ集まる場所を作って話を聞
かせてほしいというのは大人にとっても子どもにとっても話しづ
らかったり何を話せばいいかわからなくなったりすることから「食
堂」の運営に向けた提案へと進んだ。

説 明（背景など）

普段話せない先生・家族以外
の大人と交流したい！

大人の人生について生の声を
聞きたい！

グル ープ の 願 い

提 案

発 表 用スライドグループ
B
①

第１部│全体発表
市 政 提 案 の 内 容 ※１
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第３章提言まとめ

来場者のコメントふせんより

毎月1回ということなので、施設を作ってほしいという話

ではなくて、そういう空間と時間、あとは食材を買ったり

する予算が欲しいということでした。子どもたちはSNS

で集まってくるかもしれませんが、そこに大人をどうやっ

て集めるかということをディスカッションさせていただき

ました。例えば終わった後に昔遊びを教えてくれません

かと地域の誰かに声をかけると、誰かが反応してくれます。

その誰かがまた誰かにと繋がっていくと、人の連鎖で大

人が集まってくるかもしれません。基本的に大人は非常

に恥ずかしがり屋です。楽しそうなことやっているかもし

れないけれど、自分には無理かなと思ってしまうのは多

くの大人の考え方だと思います。いかに大人をこの場

に引っ張り出していくのかということが非常に大事かな

と思いました。

─── 小美濃市長

50人という規模感が適切なのかどうかというのが疑

問でしたが、参加する側と企画する側を合わせるとそ

れぐらいの規模になるということがわかりました。また、

クラウドファンディングも有効に上手く活用していくん

だなということを感じました。

一番大きかったのが距離感を感じずにコミュニケーショ

ンを取れることが大事だというお話しです。多世代が

交流する機会では重要なのかなと感じました。

─── 竹内教育長

•	 たしかに料理したり食べたりできると参加の敷居が低
くていいなと思った。
•	 顔見知りになれる頻度ということで、月一回と設定し
ていたのが、なるほどと思いました。
•	 食事だとそれでもいろんな文化の食事にふれられる
ので、異文化との交流の機会にもなりそう。
•	「あえて会場をいろんな場所にする」→いろんな人が
来るきっかけになるアイデアナイス！
•	 コミセンの利用がしにくい点があることは市の課題と
思いました。
•	 最初の広報をどうするのか、大人をどう巻き込んでい
くのかを詰めると実現性があると思った。
•	 定期的な炊き出しは防災にもつながるかも。

【質問】広報やクラウドファンディングを行うイメー
ジは？

【応答】最初はポスター・自分たちの口コミなどから
始めていく必要がある。SNSについては継続的な発
信を怠らないようにしないといけないと思う。

【質問】食べ物は、逆に市が運営するからこその難し
さ（安全性）はあるかもしれない。安全性という意味
では、大人が不特定に入ることの危険性をどうとら
えるか？

【応答】衛生面に関しては、知識や資格のある大人の
協力を得たり、実行委員も自分たちで資格を取得す
る必要があるかもしれない。大人だけでなく不特定
多数の参加者の出入りはリスクが伴うので、連絡先
など立場に応じて必要な情報提供はしてもらう必要
がある。

来 場 者との 意 見 交 換 より

※２

※１ 当日の発表原稿をもとに、運営事務局で言葉や説明を補った
※２ 最終的な提案に載らなかった声も含めて、ポスターセッション

用模造紙のふせん内容を第６章に掲載

市 長・教 育 長 の
講 評

第２部│ポスターセッション
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第３章 提言まとめ

■提案②：中高生世代が利用しやすい簡易的な助成金（補助金）
制度
私たちが作成した企画案では、会場費やゲストへの謝金など多
少の経費が発生してしまうことが分かった。その一方で、考えた
企画に利用できそうな現在の補助金制度は、申請から交付に至
るまでのプロセスに時間を要し、準備の負担も大きい。金額も
含めて規模が小さく、私たち中高生世代が利用しやすい制度作
りが必要だと思う。

■提案③：同世代（中高生）に向けて情報発信を行う媒体
現状、武蔵野市の公的な広報手段は限られている。また、市民に
対して中高生が直接呼びかけられる場も決して多くはない。中
高生になじみのあるSNSなどの媒体を通じて、市内で活動を行
う中高生世代の活動紹介や参加募集情報を発信できれば、より
多くの人が集まるきっかけを生み、活動が有意義になるのではな
いか。

■提案①：願いの実現に向けて伴走・助言をしてくれるサポーター
知識や経験の少ない私たち中高生世代にとって、経験豊富な方々
に助言をもらうことは自分たちのプロジェクトの実現につながる。
あくまで企画運営の主体は中高生であることを尊重し、支えてく
れる大人の存在が大切だと思う。

やりたいことの実現を掲げた際に、‘子どもだから’という理由で
生まれる障壁が存在する。
個別具体的に多世代が交流できる場についての願いをそれぞれ
持っている中で、まずは自分たちがそういった場を主体的に運営
するにはどうしたらいいかを考え、企画案を作成してみたところ
様々なハードルの存在に気が付いた。
特に、運営資金やサポーターの存在、参加者を集める前提の他
者とのつながりに関して課題を感じ、理想とのギャップを埋める
べく3つの提言を考えた。

説 明（背景など）

やりたいことを
実現できる場がほしい！

グル ープ の 願 い

提 案

発 表 用スライド

多
世
代
交
流
が
で
き
る
場

グループ
B
②

第１部│全体発表
市 政 提 案 の 内 容 ※１
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第３章提言まとめ

来場者のコメントふせんより

自分たちはこう思っていて、大人に対してこういうふうに

してほしいということを伝えたいという大人への要望が

ありました。それは確かにあるだろうなと思いました。他

にも、子どもたちが何か実現をしたいけれどそこに様々

なハードルがある場合に、その解決策を大人と一緒に

話し合いたいという話がありました。これは意外と大人

が食い付いてくるかもしれません。なぜなら、大人もや

りたいことに対して皆さんの意見が欲しいんです。例えば、

市ではYouTubeなど動画での情報発信を行っていま

すが、どういうふうにみなさんに情報を伝えるのかという

アイデアをもらいたいと思っています。そんなギブアンド

テイクで、私たちもほしいアイデアがあるし、皆さんがや

りたいことに対してアドバイスができる。そんな場を作る

ということはできるかなと思います。

─── 小美濃市長

提案内にあった「子ども文化・スポーツ・体験活動団

体支援事業費補助金」の制度は私が担当している

部署の事業です。提案からプレゼンテーションまでの

2ヶ月間が長いという指摘について、むしろ長いとい

うのは準備ができて良いのではないかと思っていました。

しかしその期間が拘束されてしまう、早くアクションを

したいというのが皆さんの願い。少額で良いというこ

とを含め、もう少し改善する余地があると切実に感じ

ました。

─── 竹内教育長

•	 企画する中高生からこんなに大人に手伝ってほしいと
依頼していく形は新しいと思った。
•	 悩み相談などは、相談窓口のような形ではなく、交流
としてだと気軽にしやすいと思うので、多世代交流の
場は大事だと思う（中高生から見て）。
•	 中高生が自らやりたいことを補助金を使って実現させ
たいという提案良かったです。（今までは大人目線で
した）
•	 やりたいことを実現する上で、「人」「お金」「情報伝達」
は仕事でもすべてのことに共通の障壁だと改めて気
づかされました。
•	 大人「が」子どもの権利を知ることが大事！一緒に学
びあえる場がほしいという言葉にはっとさせられました。
•	 情報にアクセスしてもらうための仕掛けを掘り下げて
考えてもらいたいです。（そしてそれを知りたい）
•	 ムサカツでの出会いを活かしてネットワーク化をしてい
くと良いかも。

【質問】「やりたいこと」とは具体的にどんなことで
すか？

【応答】まずはシンプルに、世間話や悩み相談など多
世代で気軽に話してみたい。さらに言うと多世代で
社会問題や市の政策について議論してみたり、進路
や職業について相談をしてみたいなと思います。

来 場 者との 意 見 交 換 より

※２

※１ 当日の発表原稿をもとに、運営事務局で言葉や説明を補った
※２ 最終的な提案に載らなかった声も含めて、ポスターセッション

用模造紙のふせん内容を第６章に掲載

市 長・教 育 長 の
講 評

第２部│ポスターセッション
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■提案②：利用時間の拡大　提案③：利便性の追求
中高生は保護者の同伴がないと18時までしか利用することがで
きない。また、屋外施設は利用時間が短くなる季節もある。部
活の練習後に利用したい学生も多いため、季節等に関係なく利
用時間を延ばして欲しい。
体育館は様々なスポーツを楽しむことができるが、駅から30分
近くかかってしまう。駅の近くに新たな施設をつくるだけでなく、
無料シャトルバスも導入して欲しい。

■提案④：貸し出し道具の充実　提案⑤：環境の整備
スポーツをする時には道具は高額なものもあり、全員が揃えるこ
とは難しいため、道具を充実させて欲しい。
トラブルが起きることもある騒音について気にせず運動を楽し
める場が欲しい。
最近は、学校でもタブレット端末が利用されている。学校外のス
ポーツをする場でもWi-Fi環境を整備し、デジタル機器が使え
るようにして欲しい。

■提案①：利用料金の改訂
プールや体育館などの施設は非常に安い料金で利用できる。し
かし、小・中学生から料金が発生してしまうため、高校生までは無
料で利用できるようにして欲しい。
5,000円の年パスの導入など新たな制度も導入して欲しい。

• スポーツが好きな僕らが集まり、新しい制度やモノを作れば
武蔵野市は進化・進歩するのではないかという夢を話し合って
きた。みんなから出てきた夢以下の願いをまとめた。

• 1つ目は運動できる場がもっと欲しいということ。
• 2つ目はスポーツ・運動を通していろんな人と交流したいとい

うこと。

グループ
C

説 明（背景など）

FREE＆CASUAL
in武蔵野

グル ープ の 願 い

提 案

発 表 用スライド

第１部│全体発表
市 政 提 案 の 内 容 ※１
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第３章提言まとめ

来場者のコメントふせんより

武蔵野市は小さな市です。だから場所の確保は本当に

難しくて、ここは一番頭を悩ませました。一つの解決策は、

学校の有効利用です。あと面白かったのは総合体育館

の年間フリーパスを5000円でというアイデアです。武

蔵野市には50年ぐらい前から夏の市民プールの利用

料は小中学生10円というような子ども達に対して思いっ

きり遊んでもらおうという文化があります。そのため、こ

ういったフリーパスの様なアイデアは意外といけるかも

しれません。また、体育館の予約がいっぱいで中高生

の優先枠を作れないかという要望もありました。考え方

によっては何曜日の何時からみたいな形であれば、もし

かしたらできるかもしれません。なかなか面白いかなと

思いました。スポーツ振興は、武蔵野市全体の政策で

もあるので、いただいたアイデアも参考にして、皆さん

が利用できやすいように、一歩でも近づけるようにでき

たらいいなと感じました。 ─── 小美濃市長

総合体育館や学校の部活動など、みなさんにとって

身近にスポーツができる空間、場があるのではない

かと思っていました。お話を伺う中で、普段会わない、

例えば違う中学校の人たちと練習をしたり、それを通

じてそれまでとは違う仲間と自然に繋がることができ

る、そういう交流の場もほしいという希望なんだと感じ

られました。中高生にとって、物理的な距離というハー

ドルは高いのだということがお話を伺って改めて思い

ました。

─── 竹内教育長

•	 たしかに近所の公園でスポーツできるところはほぼない。
近さ、時間帯、料金、それぞれの面でスポーツ施設の
使いにくさを感じていることを初めて知った。
•	 学校などは部活で使っているなどで利用には制限が
あると気づいた。
•	 送迎バスは、中高生だけでなく高齢者にもいいかも。
•	 いろいろなアイデアgood！利便性や道具（体育館）
•	 年パスの制度はとても良い。
•	 総合体育館の中に年少者優先の時間帯を設けるの
は案として出ていた。（小学生と中高生の利用時間を
分ける）

【質問】施設のフリーパスはいいなと思いました。
【応答】5000円は保護者に払ってもらうことを想定。

IC カードをタッチすると誰が道具を使っているか
わかるのも良いかもしれない。「プレミアム」・「スタ
ンダード」みたいに、料金設定のパターンをいくつ
か用意する。プレミアムには道具の貸し出してもら
う権利を付けても良いかも。

市 長・教 育 長 の
講 評

来 場 者との 意 見 交 換 より

※２

※１ 当日の発表原稿をもとに、運営事務局で言葉や説明を補った
※２ 最終的な提案に載らなかった声も含めて、ポスターセッション

用模造紙のふせん内容を第６章に掲載

第２部│ポスターセッション
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第４章事業の実施結果と振り返り

1.事業の実施結果：市の施策等への意見反映に
向けたポイントの整理

「市政提案会」における４つのグループの全体
発表およびポスターセッションでの意見交換を
踏まえ、事業を通して聴きとった中高生世代の
声を市の施策づくり等へ反映していくために重
要だと考えられるポイントを以下の４点にまと
めた。

① 「中高生世代」対象の取り組みの必要性

「中高生（同）世代交流ができる場」（以下、「同
世代交流ができる場」）グループの提案に対して
の以下の市長講評は、「中高生世代」を対象とし
た本事業の重要性をあらためて示している。
「まず一つの気づきとしては『子ども』を一括

りで考えないでほしいという話です。何か取り
組みを行う際に中高生は一緒にできるかもしれ
ないが、小学生はなかなかまだ入れないという
話がありました。そこに年代別のハードルがあっ
たのかと思いました。」

中高生世代は、小学生世代とは発達段階や生
活圏、行動範囲が異なることから、「子ども施策」
という大きな視点だけでなく、「中高生」という
世代に着目して生活課題を把握し、施策づくり
につなげていく必要があると考えられる。また、
ワークショップを通して見えてきたのは、「中
学生」と「高校生」でも生活課題が異なるという
ことである。「多世代交流ができる場」という小
テーマを選んだ参加者は高校生年代が多かったが、
その背景には「進路や将来のことを考えたい、大
人に相談したい」という願いが多く聞かれた。今
後は、子どもから大人への「移行期」としての高
校生年代独自の生活課題やニーズにも着目する
必要があるかもしれない。

② 具体的な要望に対する検討とフィードバック

市政提案の中には、個々の事業や施設運営に
対する具体的な要望も多く含まれている。以下は、
市長および教育長の講評やポスターセッション
での意見交換において、特に言及されていた提
案である。背景にある中高生世代の願いも踏まえ、
今後どのような検討がなされたのか等を適切に
フィードバックしていくことが必要になるだろう。

＜具体的な提案（抜粋）＞
• 公共施設（特に武蔵野プレイス）を水曜日の午

後に利用できるようにしてほしい。

• ムサカツのようなワークショップで、話しあ
うテーマを自分たちで決めたい。

•「武蔵野市子ども文化・スポーツ・体験支援事業
費補助金」について、申請期間をより短く、ま
た金額も少額で簡易的なものにしてほしい。

• 体育施設等の年間フリーパスの導入。

• 体育施設等における「中高生（優先）枠」の導入。

• 体育施設等までの送迎バスの導入。

• 高校生の利用料金の軽減。

③ 「自分たちでやりたい」という願いを実現する
ための仕組みづくり

「同世代交流ができる場」と「多世代交流がで
きる場」のグループに共通していたのは、そのよ
うな交流の機会を「自分たちで企画してみたい」
という想いである。「多世代交流ができる場」では、
第5回のワークで企画書を作成し、自分たち主体
でやりたいことを実現する際に、①助言などを
行うサポーター、②利用しやすい助成金、③同世
代に情報を発信する媒体、が必要であると提言
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にまとめた。第６回のポスターセッションでは、
①の「サポーター」について、Teensムサカツの
過去の修了生や事業に協力いただいた地域の方々
をつなぐネットワークのようなものを今後つくっ
ていけないかというアイデアも生まれた。その際、
中高生世代に関わる「大人」との関係性について、

「対等に」「フラットに」などのキーワードが出たが、
中高生世代の主体的な活動を伴走的に支える「大
人」には、ファシリテーションに関する一定の心
構えや姿勢、技量等も必要とされるだろう。また、
企画のサポート役としてだけでなく、「家族でも
先生でもない大人だからこそ、親しい人には相
談しづらい悩みを相談できたり、将来の進路選
択につながる話を聞けたりする」という意見も
出ていた。

④ 学校やコミュニティセンターなど既存の施設
の利活用と情報発信

「同世代交流ができる場」や「運動・スポーツが
できる場」の提案の背景には、友だちと気軽に集
まれる場や体育施設等が「近くにない（中高生世
代にとっての生活圏にない）」という課題意識が
ある。他にも、「武蔵野プレイスＢ２フロアは人
が多すぎて使いづらい」「武蔵野プレイスででき
るようなこと（特にＢ２青少年フロア）が、吉祥
寺エリアや中央エリアなどにもほしいというの
はとても共感できる」などの声があがった。

ただ一方で、「武蔵野市の人口密度は日本で二
番目に高い」という市長の発言にあるように、施
設を設置する場所の確保には難しさもあること
から、当日のポスターセッションでは、学校施設
の有効活用や各地域のコミュニティセンターの
活用について意見交換がなされた。また、「同世
代交流ができる場」グループは、フィールドワー
クで武蔵野プレイスと境南コミュニティセンター
を見学したことから、「『そんな場所知らなった』

をなくす！」という提案をしているが、中高生世
代の居場所を増やしていくとともに、既存の場
につなげていくための情報発信の課題について
も声があがった。

2.参加者にとっての「Teensムサカツ」事業

参加した中高生世代にとって今年度のTeens
ムサカツがどのような意味があったのか、最終
回に書いてもらった「Teens ムサカツ振り返り
レポート」から一部コメントを抜粋する。報告書
等へのコメントの記載を承諾した参加者のレポー
トの一部を抜粋し、運営事務局で項目立てをし
て以下のように整理した。

＜自分の想いを伝えること＞
• まず自分に自信がついた。大人に自分から色々

説明していくうちに会話の中で補足が生まれ
て、さらに深く追求していくことができた。期
待とほぼ同じで、しっかり市長や教育長にお
会いして意見を伝えることができた。やり残
したこととしては、市長やその他の大人の方々
と話す時間が少し短すぎたと感じた。1回話し
ただけで自分の伝えたいことをすべていえる
わけではない。

• 普段中学生や大学生の人と話をすることがあ
まりないので、年齢層が広くて新鮮でした。

• ムサカツの、中高生主体で活動するという企
画性に最初はすごく驚いたのですが、普段あ
まり表に意見を出さない私でも気軽に発言す
ることができ、成長を感じられました。

＜他者と協同すること＞
• 自分1人で考えるのと違って、みんなと話して

いるとどんどんアイデアが生まれていって、い
ろんな視点から物事を考えられてとてもおも
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しろかったです。

• グループ C は皆色々な意味で個性豊かで、笑
いながら作業ができたのでとても楽しかった。
これからもちょくちょく会いたいと思った。

• 回を重ねていく内に交流する人も増えていろ
いろな見方を知る事ができ、今回の課題の自
分達なりの策を最後には市長さん達に伝えら
れて良かったです。

＜コミュニティを広げること、交流を広げること＞
• 僕自身が中高と市外の学校に通学しているこ

ともあり、市内のコミュニティが閉ざされて
いたため、同世代の学校外の方々と話す機会
はとても貴重なものとなった。また、こういっ
た場でないと話しづらい踏み込んだ話ができた。

• 今回ムサカツで経験したことが、自分が求めて
いた「同世代交流の場」と「多世代交流の場」な
のだと感じ、あらためて、それらの「場」の大切
さと有効性について痛感することができました。

• ムサカツに期待していたこととその結果、期
待と結果のギャップはあったか？→経験を積む、
同世代と交流する（期待）／他世代との交流（結
果）

• 同世代の子たちと話すことは、学校外のコミュ
ニティーを広げてくれて学校ごとの違いを知
ることに繋がりました。

＜市政について考えること・参加すること＞
• 今まで「子どもの権利」など、分野ごとで考え

ることはありましたが、「市全体」「全世代」で
考えるのは初めてで面白かったです。

• ムサカツに参加することで、市がどんなことを
中高生に聞きたいのかや周りの中高生が普段
どんなことを考えているのかが知れた他、市

政に関わるきっかけにもなった。

• 市の大人とプレゼン＆意見交換する場は、初
め緊張していましたが、想像以上に中高生世
代の意見・アイデアを求めてくださっているこ
と、前向きに検討して、具体的な方法を一緒に
模索してくださったことが分かり、市にアイ
デアを言ってみることの大切さを学びました！

• 自分が市政に関わってみて、市も子供の意見
を求めていることが新しい発見だった。

3.事業の振り返りと次年度に向けた検討事項

最終回に「総まとめ振り返りアンケート」（以
下、「アンケート」）を無記名で実施した。欠席者
にはオンラインフォームで回答を依頼し、26名
の全参加者のうち20名が回答した。「全６回の
満足度」（n＝20）については、「満足」が65％（13
名）、「どちらかといえば満足」が30％（６名）、「ど
ちらかといえば不満」が5％（1名）であった。

事業を実施する上で重視したポイント（第1章
参照）にそって、事業の振り返りと次年度に向け
た検討事項を以下の４点に整理した。

①「武蔵野市子どもの権利条例」をふまえたテー
マ設定

今年度は、令和５年４月に施行された「武蔵野
市子どもの権利条例」を踏まえ、「居場所」に関す
る中高生世代の声を聴きとることをねらいとし
た。そこで、事前に運営事務局で年間テーマ「『こ
んな場があったらいいな』を市政に」を設定して、
初回に参加者に提示した。その後、第１回および
第２回のワークを進める中で、参加者から出て
きたキーワードをもとに、６つの小テーマ（勉強
できる場、室内でゆっくり過ごせる場、スポーツ・
運動ができる場、同世代交流の場、多世代交流
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の場、進路を考える場）を設定した。第３回の際
に、参加者に関心のある小テーマを選んでもらい、
それぞれの問題意識を出しあうことでグループ
を編成したが、参加者が７名しかおらず、人数の
関係で３グループしか構成できなかったことで、
その後の話し合いの話題は限定されてしまった
面がある。

アンケートでは、「テーマ設定について」の質
問項目（n ＝20，複数回答可）について、「考えて
みたいテーマだった」が90％（18名）、「テーマか
ら自分たちで考えてみたかった」が30％（６名）
だった。「同世代交流ができる場」グループの提
案に、「ムサカツのような場でも、話し合うテー
マ自分たちで決めたい」とあるように、テーマか
ら一緒に考えていくことで、当事者たちが話し
たい話題、切実なテーマについて扱うことがで
きるようになるだろう。一方で、運営側で一定程
度テーマを絞ることで、出てきた声を市の施策
に反映しやすくなるという点もある。来年度以
降のテーマを決めるプロセスについては、それ
らの点を考慮したうえで検討が必要である。

②安心・安全な話し合いの場づくり

今年度は、参加者が自分の感じていることを
安心して表明できるような場をつくるために、
小グループによる活動をベースに、参加者相互
の関係づくり・集団づくりを重視した。そのため
に、固定の参加者で全６回のワークショップに
取り組み、回を重ねるごとにしだいに関係性を
深め、議論を深めていけるような形式をとった。
また、各グループに中高生世代と年齢の近いグ
ループファシリテーターを複数配置し、参加者
どうしがお互いに知りあえるような関係づくり
とともに、参加者一人一人の様子を丁寧にふま
えながら、各ワークの進め方を柔軟に工夫した。

アンケートでは、「安心してワークや議論に参

加できましたか」の質問項目で（n ＝20）、「安心
して参加できた」が80％（16名）、「普通」が15％

（３名）、「安心感を持つことができなかった」が
５％（１名）という回答だった。また、「グループ
ファシリテーターの存在は議論やワークの助け
になりましたか」の質問項目では（n ＝20）、「と
てもあてはまる」および「どちらかといえばあて
はまる」が95％（19名）だった。それらの理由と
しては、「ワーク時間だけでなく休憩時間にも積
極的に話しかけてくれたことで、話しやすい関
係を構築してくれたから」「自分では、少し難し
い所も優しく声を掛けてくれて回答ではなくそ
れの過程を教えてくれるところ」「自分たちの話
し合いが止まった時に助言をしてくれた」「みん
なの自己主張をまとめてくれる。道をはみ出し
すぎないようにセーブしてくれるから話し合い
がスムーズに進められた」などが挙がっている。

これらの回答から、グループファシリテーター
の存在は非常に大きく、参加者一人一人と関係
性を築きながら、安心して話しあいに参加でき
るような環境づくりができたといえるだろう。
ただ、継続して参加できたメンバーが少なく、毎
回初対面のメンバーがいるような状況であった。

参加が安定しなかったことにはいくつかの要
因が考えられる。一つは、広報面である。今年度
は募集時点で全６回の日程を告知できていなかっ
たことで、「単発企画」のように認識していた参
加者もいたことから、次年度は募集時点で年間
予定を示す必要があるだろう。二つ目に、欠席者
が最も多かった第３回（10月22日実施）につい
ては、学校のテスト期間や学校行事などが重なっ
たことも背景にある。アンケートの「各回の間隔
／期間について」の項目では、夏休みなど長期休
み中の「集中型」を希望する声も多くあがったが、
時期や日程についての検討も必要である。三つ
目に、そのような忙しい日常の中でも継続して
参加しようと思う動機の一つは、「たのしさ」や
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「仲良くなった同世代がいること」だと考えられ
るため、ワークショップの序盤（第１回や第２回）
に、テーマに触れながらも参加者相互の「関係性
づくり」に比重を置く必要があったと考える。ア
ンケートにおいても、今後に向けた項目の中で、

「参加者同士がもっと交流できる機会がほしい」
という回答が多く寄せられたことから、次年度
はワークを進める中で参加者同士がつながれる
ような工夫をしていくことが求められる。

③「自分たちの声によって何かが変わる」という
体験を通して自己効力感を高めていくこと

アンケートの「自分自身の市政やまちづくり
に関する意識の変化について」の質問項目では（n
＝20、複数回答可）、「以前より身近に感じられ
るようになった」が85％（17名）、「自らの意見を
伝えること、行動してみることにプラスの可能
性を感じた」が60％（12名）だった。

前掲の参加者による「振り返りレポート」から
は、市政提案会のポスターセッションの際に、市
長・教育長をはじめ、各課の職員の方々と直接意
見交換ができたことで、自分の声が大事にされ
ることを実感できたと感じている参加者が多い
ことがうかがえる。また、全６回のワークショッ
プを通して、参加者がお互いの意見を聞き、ほか
の人の考えに気づきを得たり、お互いの考えを
大切にしたりする経験もできたのではないかと
考える。ただ、「自分たちの声でなにかが変わる」
という体験につながるかどうかは、今回の最終
提案について、今後どのような検討がなされた
のか等を適切にフィードバックしていくことも
重要であり、継続的な取り組みも必要である。次
年度は、今年度修了生を対象とした「ムサカツ同
窓会（仮）」を予定しており、完成した報告書の内
容を共有するとともに、そのような提案に対し
てのフィードバックを行う機会としても活用し

たい。

④「声を聴かれにくいこども・若者」の声を取り
入れる工夫

ワークショップを進める上で、自分たちの提
案等を他者の視点に立って多角的に検討するた
めには、さまざまな背景の中で生きる同世代の

「多様な声」に出会うことも重要であると考える。
今年度は、ムサカツ参加者以外の中高生世代の
声を間接的にワークショップの議論に取り入れ
ていくために、「同世代交流の場」グループで武
蔵野プレイス利用アンケートを実施した。しかし、
十分な数の声を拾うことはできず、またその回
答結果を提案に活かすことができなかった。次
年度以降もムサカツ事業におけるアンケート実
施等、ワークショップに多様な声を取り入れる
工夫は模索していきたい。
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その他、
• 複数配置によるフォロー体制づくり
• 団体職員をメンターとして、必要に応じてア

ドバイス、サポートの実施
• 段階的な役割の拡充による負担軽減
によって、８か月間の長期的な参加に無理がない
ように適宜調整を行った。

第１章の「運営体制」に記載の通り、本事業の実施
にあたりグループファシリテーターとして実施団
体職員2名を含む計12名配置した。参加者と年齢
の近いスタッフが話し合いのサポート役を担うこ
とで、参加者との関係づくりや意見を言いやすい
雰囲気をつくることを期待したため、ファシリテー
ション経験の有無を問わず、30歳以下の方を募集

デザイン思考実習：居場所づくり
ぼんやり→クッキリ作戦会議

日時 2024年2月22日
講師 筒井一郎 氏（ヌールエデザイン総合研究所）

実施内容

ワーク
• 自分にとって「居場所」とは？
ディスカッション
• 多様な他者あるいは条件を受け入れながら、共

存する方法について考える
提案作成
• これからの未来を見据えて自分（中高生視点）の

必要（大切）な居場所とは？

実施目的

•「居場所」という抽象的な概念を1人1人のとら
え方で言語化する。

• 子どもの目線に立ち、「今必要な居場所とは？」
という視点で提案をつくるプロセスを実際に体
験する。

Teensムサカツ
ファシリテーター研修

日時 2023年10月15日
講師 山本晃史 氏（NPO法人わかもののまち）

実施目的

• 現在の社会情勢を踏まえて、子ども・若者の意
見表明や社会参画の意義について知る。

• ユース（子ども・若者）の伴走者（ファシリテー
ター）としてのマインドとスキルを学ぶ。

実施内容

座学
•「伴走者（ファシリテーター）としての心構え（基

本姿勢）を学ぶ」
•「なぜ、子ども・若者の参画が必要なのか？」
ワーク
•「企画案をもとに、より参加のしやすさや充実

度の高いプログラム設計を考える」
•「適切な関わり方を考える。様々な場面におけ

る関わり方をケース検討する」

ファシリテーターの研修体制について

した。
上記の通り、ファシリテーション経験の有無を問わ
ない募集形態であったため大半の大学生にファシ
リテーションの経験が無い状態であった。子ども
主体、あくまで参加者の意見表明を尊重すること
に重きを置く事業の性格を踏まえ、以下2回の研
修をグループファシリテーター向けに実施した。

また、実施団体の基本方針として事前ミーティン
グ及び事後のふりかえりを大切な研修の機会と捉
えている。事前ミーティングにおける各回の目的
やワーク内容の理解と疑問点の整理による主体的
な参加の促進、事後のふりかえりにおいては、「安
心・安全な話し合いの場」をつくることを一義とし
ながら、子どもたちとどのような関わりが必要か、
ファシリテーターとして大事な視点の検討・共有
を行った。

ファシリテーター研修

第 1 回 第 ２ 回
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今回のムサカツにおける1番の収穫は、中高生が普
段の生活で何を感じているのかを知ることができたこ
とだ。特に印象に残っているのが、「距離」に関する
話である。中高生にとって1駅分の距離がいかに遠
いのかを思い知るような話が幾度も話題に上がった。
たしかに、私自身が中高生だった頃を思い返すと、今
とは異なる感覚を持っていた。年を重ねるにつれて
薄れていった感覚を思い出し、他者の視点に立つこ
との重要性を改めて感じさせられるいい機会となった。
一方で限られた時間の中で、中高生たちの声を提案
というかたちにまとめることの難しさを感じた。今回
のムサカツは開催が6回と決まっており、その中で中
高生の考えを聞いたり、それをもとにフィールドワーク
を実施したりするなど、1回1回の内容が非常に濃かっ

各回の事前ミーティングや反省会などを通して、1回
の活動に対して綿密にスタッフやサブファシリテーター
の皆さんとやりとりをできて、とても充実感がありまし
た。特にアイスブレイクについては、色 と々意見を出さ
せていただいたり、進行も任せていただけたりして嬉
しかったですし、進行担当だった第2回のときは盛り
上がって良かったなと安心しています。活動本番の時
は、緊張していそうな子や発言の少ない子への声掛
けを目標にしており、それは実行できたと感じています。
特に第6回のポスターセッションでは、市の参加者の
中でも子どもたちに声をかけるのをためらっている方
もいたので、その方々に話をふり、子どもたちとのディ
スカッションにつなげることができたかなと思います。
途中、就活や体調不良により参加できないことも多
かったので、肝心の提言に至るまでの過程（第4回、
第5回）にあまり関われなかったことが残念です。子
どもたちの方も定期テストなどで欠席者が続出する
回もあり、仕方ないこととはいえ、もう少しモチベーショ
ンを維持させられるように頑張りたかったというところ
が反省点です。ただ、第６回は想像以上に子どもた
ちも市長や教育長からの質問に臆することなく、むし
ろ自分たちの言葉でアピールできる場に喜んでいた
のが印象的でした。そのため、第1～3回でもう少し
提言に向けたワクワクを感じてもらえるよう、後半の
提言を意識できるような声掛けを出来たらよかったか
なと思います。

（青山学院大学）

ファシリテーターとして活動に参加して嬉しかったこと
は、やはり中高生が中高生自身で市政への提案を考
えて発表するということに携われたことです。ただ自
分たちに都合がよい提案をするのではなくて、誰もが
過ごしやすい・暮らしやすい武蔵野市を作るために何
が出来るかを中高生のみんなは深く考えていました。
ムサカツの活動を通じて、武蔵野市をより良くするた
めにはどうすれば良いかを考え•議論する中高生た
ちの姿は、とても尊いものでした。その姿をファシリテー
ターとして見られたことがとても嬉しかったです。
ファシリテーターをやって難しかったのは、ファシリテー
ターとしての立ち回りです。司会とは異なるファシリテー
ターを初めて担当したので、とても苦労しました。ファ
シリテーターとして自分が発言することで、中高生の
発言の機会を奪っていないか、考えの邪魔をしてい
ないかと常に考えなからやっていました。
それに加えて、私はまだ大学1年で19歳です。年が
1つ2つしか離れていない参加者の子もいる中で、私
が話をリードする立場にいてよいのかという悩みをずっ
ともっていました。未だに自分のファシリテーターとし
ての関わり方が良いものであったかどうかわかりません。
良かったことと反省点を述べてきましたが、私自身も
ムサカツを通じて学んだことはいくつもあります。
本当にムサカツに携われて良かったと思うばかりです。

（成蹊大学）

た。しかし、ムサカツ自体は1、2ヶ月に1回程度の開
催頻度であり、中高生自身が前回のムサカツで何を
考えたのか、どういった発言をしていたのかを忘れて
しまうこともあった。さらに、中学生と高校生では自ら
が持つ意見を言葉にすることのハードルに違いがあり、
アウトプットの質をそろえることが難しかった。中高生
の声を大人に届けるためにも、これらの反省を次回
に活かしたい。

（一橋大学大学院）

グループファシリテーター 振り返り
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第
6
回
│
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
記
録

中
高
生（
同
）世
代
交
流
が
で
き
る
場

A
グ
ル
ー
プ

施設の利用にあたっての
ハードル

同世代交流に
ついての願い

• 趣味の合う人と関わりたい
• 同世代なら知らない人でも話しやすい
• つながりを増やしたい。何かのきっか

けで仲良くなれる。
• 学校の他学年の人たちともっと関わり

たい
• 同世代とつながれる、話ができる場に

興味がある

• 中高生向けの利用時間枠をつくる
• 武蔵野プレイスの休館日が水曜日や休

日じゃないといいな
• 高速wifiがほしい！
• 武蔵野プレイスの B2フロアは、騒が

しすぎるときも。入りづらさもある。
• いろんなやりたいことを持った人が同

じ場所でどう過ごすか（遊びと勉強で
分ける？）

• 騒がしくても怒られない場所がほしい。
ワイワイしたい！

• コミセンの部屋の予約手続きを簡略化
してほしい。「〇〇週間前」というのは
時期が早すぎる…（ネット予約や空き
状況を確認できたり、当日予約ができ
たりするとよい）

• 脱「肩身の狭い中高生」。コミセンは、
中高生が積極的に使える雰囲気じゃな
い。

• 小学生の時にコミセンに行っていた。
受付の人に怒られたけど、気をつけて
使っていた。

• バンドのスタジオは一般の場所はお金
が高いので、防音室があるといい

• グループで使える部屋（活動のミーティ
ングなど）があるといい

• 高校生も遊ぶ！高校生の「遊び場」が
あるといい

• コミセンの一室を「遊び場」として開
放する

• 施設じゃなくても、野外のイベントス
ペースなどがあれば中高生の「遊び場」
になる。（今の「遊び場」はゲームセン
ターかラウンドワンに限られる。

• 気をつかわない同世代の仲間がほしい
• 人とたくさん話したい（ムサカツを通

して話せるようになった）
• 幼稚園時代の連絡をとりあっていない

友達と再会したい

ムサカツの参加動機
（学校外の場へのニーズ）

• ムサカツみたいな交流の場がほしい。
• 課題に対してみんなで話し合いたい！
（興味が合う人と話したい、集まりたい）

• この時期（高校や大学）にできることを
精一杯やりたい。そのツールの一つが
学校外の交流。

• 中高一貫だと考える方向がまとまって
くる感じがある

• ムサカツのように発表したり話すの楽
しい。学校だとふざけちゃう。「意識高
い系」などと言われ、本当に思ったこ
とを言いづらい。

• 学校だと「本気でやる」ような場がない。
大人にはプレゼンがどう伝わるのか？

リアルな場がほしい。
• 去年のムサカツは、ブレインストーミ

ングなどみんなでアイデアを出して、
相談して、みたいのが楽しかった。

• 今年のムサカツは、６回シリーズで毎
回メンバーが変わらないので、知った
顔で続けられるのがいい

• 学校の他の人は部活などで忙しいから、
ムサカツのような企画の参加は難しい

（そもそもそのような学校外の企画に
目が向いていないかも）

• ムサカツでは知っていることを増やし
たい

項目 ふせんの内容
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来場者か ら の コ メ ン ト 模 造 紙

中高生が使える場所の
普及・認知

• どうしたら多くの人に知ってもらえ
る？まずは「認知」が必要。その上で、
行くか行かないかがある。

• コミセンの年齢層が「乳幼児親子」か
「高齢者」で、もう少し中高生にも使っ

•	 同世代で遊んだり、勉強し合ったりできる場が
必要なことがよく伝わりました。

•	 武蔵野プレイスでできるようなこと（特にB2の
青少年フロア）が、吉祥寺エリアや中央エリア
など、もっと数がほしいというのはとても共感
できる。
•	「主催」するという積極的なところがすごい！
•	 中高生が主体になることは良いと思います。
大人では出ないアイデアが出ることを期待し
ます。
•	０から企画するのは、その過程で仲も深まるの
で良いと思った。
•	 たくさんの人が使えるスペースと時間制限なく
使えるスペースの両立・・・！

•	 中高生向けに同世代が情報発信するアイデア
よいと思います！

•	 若者世代が「場」を必要としていることはよく
認識できた。具体的な提案として、場所や方
法もあればなお良い。

•	 幼稚園や小学校が同じだった人たちと集まれ
るイベントを開催してほしい。
•	 自分たちのアクションをどこにつなげていくの？
•	 大人の関与のイメージは？サポーター？
•	 具体的にどのようなことを市はすればよい？
•	 ただ「中高生集まって」だけだと想像しづらい
けど、このイベントをするので準備から手伝っ
てもらえませんか？だと考えやすい。
•	 モヤっとプレイスは、中高生だけでなくファシリ
テーターがいるけど、イメージに近いものはある。
•	 すぐには友人にはなれない。→数回に分けて
計画的にファシリテート

•	 高校生やいろいろな人たちとワークショップを
通じて関われてよいと思う。

•	 自分たちが中心にという発想はよい。考えたこ
とが実現につながるための手法をどうするか
が課題。

•	 このような武蔵野プレイスは本当に便利で、勉
強もはかどるので、このような施設が増えれば
いいなー
•	 中高生のための企画を中高生が０から考える
というのがいいと思った。
•	 これをきっかけにぜひ中高生企画のイベントを
実現してほしい！

•	 市にどのような施設や団体があるのかをより
知ってもらえると可能性が広がると思いました。

•	 自由にテーマを選んで話せる場（ex もやっと
プレイス）で話す。同じところで繰りかえし会う
と親しくなっていく。
•	 待ち合わせができる場所づくり
•	 中高生のために、水曜午後に利用できる施設
を！
•	 中高生もコミセンのスタッフに遊びに行く感じ
で利用できるとよい
•	 境南コミセンの魅力を中高生に知ってもらえる
とよい。
•	 来年度のムサカツのテーマ決めも中高生主導
でできないか？と考えました。

てもらいたい
• 興味を引く広告などで伝える
• 中高生がそのような場所について「布

教」する

感
想

ア
イ
デ
ア
・
改
善
点

自分たちでの
企画づくり

• 自分たちで何かを企画して実行したい
• ０からの企画づくり
• 自分たちで一から全部立ち上げたい！
• 中高生ならではの視点を活用

• 学校外で本気で取り組める企画、何か
がほしい

• ムサカツみたいな交流の場がほしい

項目 ふせんの内容
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多
世
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交
流
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で
き
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グ
ル
ー
プ
①

こんな場がほしい

大人との関係性について

• 移動する空間（キッチンカー）
• 正面に座ると緊張するから横に座って

話してみたい
• 駅チカ
• 小さい子やペットもいる場所（まだ素

直な年齢、３～４歳くらいまで）。リ
ラックスできるから。

• 同じ趣味の人と会いたい
• 世間話！友達とは話しにくいことをフ

ラットに話したい。
• 違うこと（レクリエーションやプロジェ

クト）をしながら、他の世代の生活を
聞く

• 家族や先生に沿うんだんしづらいこと
も相談したい

• お金や運営のサポートなど、中高生で
できないことを手伝ってくれる関係性

• 否定しないで、良いところを伸ばす環
境や運営

• 受け身だけじゃなくて自分からもいけ
る対等な関係

• たまたま「休日に出会った先生」と話
すようなことを話せる関係性？

• 大学生や70歳以上の人と一緒に（現役
の社会人は疲れている人が多いから。
学校の先生とか）

• 大人の人生について聞ける場所。一つ
一つの選択で人生が変わると思うと後
悔しがちだから。

• 和室だと机を挟まないので、距離感が
近くなれる

• 調理を通じたコミュニケーション、参
加型食堂。月一回。

• せっかくなら普段話せない人と話して
刺激を受けたい

• 勉強の合間に話せるところ
• 敬語禁止

• 安全管理やケンカの対応は必要
• 見ず知らずの人には話しかけられない
• 人による、距離感大切
• 子どもが、サポート役の大人を選んで
「採用」

• イアンさん（今年度のムサカツ第２回
の特別講師）に来て欲しい。気軽そう。

• 子どもの発想力×おとなの財力＝最強
• 資金はクラウドファンディングで

同世代への
アプローチ方法

• 楽しいこと、面白いことは共有したく
なるから、そんな発信をしてみたい

• みんながみんな積極的にいけるわけで
はない。

• SNS だと興味のある情報しか出てこ
ない。

• リ ア ル に 足 を 運 ぶ の は 大変 な の で、
zoomを活用

•「見る専」（見るだけ）OKにしてみる

項目 ふせんの内容

第
6
回
│
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
記
録
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来場者か ら の コ メ ン ト 模 造 紙

•	 たしかに料理したり食べたりできると参加の敷
居が低くていいなと思った。

•	「他」世代との交流を創ろうという気持ちはす
ばらしい。ぜひ具体化してほしいです。
•	 SNSの利活用はどの世代でも課題であるな
と思いました。
•	 コミセンの利用がしにくい点があることは市の
課題と思いました。

•	５０人という規模感がいいなと思いました。
•	 親や先生では話しづらいこともある。だからこそ、
多世代で交流する場の必要性を求めていると
感じました。

•	 顔見知りになれる頻度ということで、月一回と
設定していたのが、なるほどと思いました。

•	「食堂で一緒につくる」といった、多世代が対
等に話し合えるという企画はすごくいいと思う。
（大人も子どももも話す側にも聞く側にもなる）
•	 大人にとってのメリットがあるのもgood！
•	 提案が非常に具体的でプレゼンも上手だった。

•	 最初の広報をどうするのか、大人をどう巻き込
んでいくのかを詰めると実現性があると思った。
•	 場所を借りることの工夫が必要（東⇔西　とか、
定期的に借りられるとか）

•	 中高生以上の年代の方が参加するメリットは？
•	 大人が料理できるから口出ししてしまうかも。
•	 コンセプトが大きいと感じた。５０人、みんなで
つくる、関係性の構築、クラファン、、一つ一つ
ハードルを超えて。
•	 安全面をどう考慮するかが大切だと思います。
大人が不特定に入ることの危険性をどうとら

実現の可能性も十分に感じた。
•	 子どもからの徴収金は高すぎず。
•	 具体的な企画ですぐ実現できそう。
•	 食べ物は、逆に市が運営するからこその難しさ
（安全性）はあるかもしれないが、一番具体
案が分かりやすかったので、実現がしやすそう
だと思いました。
•	「あえて会場をいろんな場所にする」→いろん
な人が来るきっかけになるアイデアナイス！
•	 食事だとそれでもいろんな文化の食事にふれ
られるので、異文化との交流の機会にもなりそ
う。
•	 はじめは小規模から始めるといいと思った。（だ
んだん広めていく）

えるか。
•	 衛生面の担保をどのようにするのかが少し心
配だと思ったが、アイデアはおもしろいと思い
ました！
•	 コミセンの調理場や学校の調理場を利用して
はどうか？
•	 定期的な炊き出しは防災にもつながるかも。
•	 ワンコインだと参加しやすいかも。

感
想

ア
イ
デ
ア
・
改
善
点
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多
世
代
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流
が
で
き
る
場

B
グ
ル
ー
プ
②

こんな場がほしい

大人との関係性について

• 社会人になる上で身につけておくとい
いことが知りたい！

• 将来について相談をしたい。進路に
困っている。

• 多世代の人と社会問題や市のことにつ
いて話したい

• さまざまな立場、職業の人と話したい！
• 市の政策について意見交換をしてみた

い！
• 職業を選ぶときに良かったと思うこと

を聞きたい！進路選択について
• 大人の経験談等のお話を聞ける場がほ

しい
• 大人に純粋に話を聞いてほしい！
• 悩み相談できる場がほしい
• 多世代で楽しめるイベントがたくさん

ほしい！
• 先生以外の大人と話したい
• 自分のことをあまり知らない人と話し

たい
• 大人と話すことで、アイデアに現実味

が増し、実現に一歩近づくかもしれな
い。

• 多世代交流の場の運営も多世代で行い
たい

• 大人にとっても意見交換の場
• 世代ごとに壁をつくるのではなく、親

しく話せるようになりたい！
• 大人とも対等に意見を交換したり、議

論したい
• 大人だけで運営している場だと子ども

はなかなか参加しにくい。運営が多世
代だとより広い世代の人が参加できる。

• 第３の場（自分のことを詳しく知らな
い人と話す場）がいい。安心。気楽。親
や友達には話しづらい悩みがあるから。

• ムサカツを通して、少し年代の違う人
と市の政策（あったらいいものなど）に
ついて深く話し合うのが新鮮で楽し
かった。

• 定期的に、多世代で社会問題や市の政
策について話し合うワークショップを
行いたい！

• あらかじめ話すテーマは決めておく
• 安心して交流できる環境がいい
• 施設は交通アクセスの良いところが！

中央図書館は駅から遠い
• 広い開かれた施設がほしい
• 好きなタイミングで抜けられるのがい

い
• 個人情報をあまり取られない

• 大人が子どもの意見をあまり聞いてく
れない気がする。

• あだ名で呼んでタメ口で話したい
• 居場所の運営は子どもも大人も同じく

らいの人数！
• 子どもが大人に対して面接する
• 会員証を作る（メンバー証明になるも

の）

同世代への
アプローチ方法

• あくまで子ども主体の交流の場
• リアルだけでなくオンラインでも交流

できる場がほしい
• 消極的で普段あまり主張しないような

人も気軽に話せるようにしたい！クラ
スでも何かを決めるときに、あまり意
見しない人の声にも耳を傾けないと、
意見する人たちの策に偏ってしまいそ
うで怖いと思ったことがあるから。

• 多世代交流に興味のない人もつい来た
くなる、楽しめるように

•「一見さんお断り」の雰囲気が嫌だ
• サイレントマジョリティーを取り込み

たい
• ルールをわかりやすく提示してほしい
• 中高生の活動や情報を知れるSNS（イ

ンスタなど）

項目 ふせんの内容

第
6
回
│
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
記
録
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来場者か ら の コ メ ン ト 模 造 紙

•	 企画する中高生からこんなに大人に手伝って
ほしいと依頼していく形は新しいと思った。
•	 交流する場はどのくらいの規模を考えている
のか？
•	 悩み相談などは、相談窓口のような形ではなく、
交流としてだと気軽にしやすいと思うので、多
世代交流の場は大事だと思う（中高生から見
て）。
•	 やりたいことを実現する上で、「人」「お金」「情
報伝達」は仕事でもすべてのことに共通の障
壁だと改めて気づかされました。

•	 話の進め方によっては実現可能な提案だと思
います。
•	 大学生を呼ぶとあったが、他にどんなことをやっ
てみたいですか？
•	 情報伝達が重要だと思うが、どのように情報
をしってもらったらいいですか？

•	 市が中高生に相談できる仕組み
•	 大人も参加しやすい工夫
•	 情報にアクセスしてもらうための仕掛けを掘り
下げて考えもらえるとよいです。（そしてそれを
知りたい）

•	 中高生が利用しやすい補助金とはを考えてい
く
•	 多世代として参加するすべての人にとって有
意義な活動は何をしていったらよいのでしょう
か？
•	 コミセンはコミセンごとに部屋の定員など異なっ
ているので、調べてみると可能性がより拡がる
と思います。

•	 大人「が」子どもの権利を知ることが大事！一
緒に学びあえる場がほしいという言葉にはっと
させらえれました。
•	 プレゼンだけでは分からなかった「多世代と
交流できる場づくり」という目的と補助金改善
が、対話をすることでよく理解できました。

•	 補助金にはスピード感が必要だということだが、
どのくらいの期間だったら利用しやすいか？
•	 少額の補助金のアイデアいいなと思いました。
•	 一歩を踏み出すきっかけのハードルが下げら
れそうです。
•	 中高生が自らやりたいことを補助金を使って
実現させたいという提案良かったです。（今ま
では大人目線でした）

•	 いきなり話すと緊張するので、アイスブレイクな
ど工夫があると良かった。
•	 人の集め方はどうするのか詳しく考えられると
よい。
•	 ムサカツでの出会いを活かしてネットワーク化
•	 場所はコミセンだけではなく、学校も利用する
といいと思った。
•	 関前を元気にする会

感
想

ア
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運
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で
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C
グ
ル
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プ

無料

利便性

• 市外の高校生（武蔵野市在学）も気軽に
使える

• 他校も大人も外国人も無料で使える
• 市民、市に通っている人無料
• 高校生までは誰でも無料で利用できる

• 徒歩30分圏内の運動施設（自転車で
15分）

• 施設までの無料のシャトルバス

時間 • 一年中同じ営業時間。皆が平等に運動
できる時間を設けたい

• 時間や季節関係なく、運動ができる
• 夜遅くまで利用できる。学校後に利用

したい。

道具 • スポーツのいろいろな道具を借りて使
用できる

• 地下に運動施設を作る

環境 • スポーツができる環境（コート、トラッ
クなど）

• wifi（フォームの確認のための撮影な
どのため）

• 栄養補給剤を無料で配布
• 年パス導入（5000円以内でどの施設

も使い放題）
• 友達連れてきた割引

• 駅から施設までの案内表示の作成（ポ
スターなど）

• 駐車場、駐輪場をつくる

• 例えば、夜８時頃まで使える。休日は
9:00～21:00

• 騒音を気にせずスポーツができる

項目 ふせんの内容

第
6
回
│
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
記
録
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来場者か ら の コ メ ン ト 模 造 紙

•	 たしかに近所の公園でスポーツできるところ
はほぼない。近さ、時間帯、料金、それぞれの
面でスポーツ施設の使いにくさを感じているこ
とを初めて知った。
•	 年パスの制度はとても良い。
•	 料金や利便性は実現するのにエネルギーが必
要かもしれないが、道具の充実や時間の見直
しは実現しやすそう。
•	 高齢者が無料であれば、子どももアリ？
•	 17時以降も使いたいけど、安全に過ごしたい。
だから明るい室内で、ということがよく分かりま
した。誰が管理するかが課題だと思いました。
•	 安全に使えるのが大事。

•	 武蔵野市は狭い！人口密度が高いので、土地
がない。

•	 総合体育館の中に、年少者優先の時間帯を
設けるのは案として出ていた。

•	 自治基本条例では、在学の人も市民として扱
われる！だから、市内「在学」の人も同じ扱い
にできるかもしれない。
•	 wifiはすでに整備済み。パスワードを掲示して
ほしい！
•	 現役の選手や引退した代表選手とのスポーツ
交流

•	 小学生が大人と交流する場は？自分たちのと
ころに多世代を呼ぶ企画（今ある場の活用）
•	「本当に無料で行くの？」→「休日や放課後
などに行くし、もっと行きたい」
•	「武蔵野プレイスのＢ２フロアは使ってる？」→
「使っているが人が多すぎて（人気で）使いづ
らい」
•	「部活で運動？部活以外で運動？どっちがし
たいの？」→「部活以外での運動がしたい」
•	「学校の運動場や体育館で足りないですか？」

•	 施設のフリーパスいいなと思いました。
•	 地下施設は考えようでは存在するかも・・・
•	 学校などは部活で使っているなどで利用には
制限があると気づいた。

•	 他校と一緒にや、グループで使いたい希望が
ある。
•	 ストリート施設の場
•	 交流したいの？単純にスポーツしたいの？
•	 学校は有効活用している？
•	 送迎バスは、中高生だけでなく高齢者にもい
いかも。

→「足りない。平日は部活後は使えないし、休
日はそもそも全校開放ではないし…」

•	「スポーツを通じた同世代交流、本当にでき
る？」→「難しいしその人のコミュ力による」
•	「同世代交流におぜん立てはほしい？」→「で
きたらほしい」
•	「予算（財源）はどうするの？」→「クラウドファ
ンディングを利用するか。でも維持費はある。」
•	「地域の（小さな）公園では遊べない？」→「狭
いし、近所に配慮しないといけなくて」
•	「道具はどんなもの？」→「普段やらないスポー
ツや道具の多いスポーツの補助として」
•	「送迎バスはどのようなものを想定？」→「お
風呂屋さんのバスのようなもの」

•	「身体を動かすスポーツだけでいいんですか？
（eスポーツ振興とかは？）」→「いいです（大
丈夫です）」

感
想
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勉
強
す
る
場

補

足
静かに勉強に
集中できる場所

友だちと勉強できる場所

• なるべく静かなところ
• 静かで身近なところ。気軽に使えると

ころ。

• 学校の友だちと放課後に飲食しながら
勉強できる場がほしい

施設について思うこと • 自分の経験から、パソコン系とふつう
にお勉強系と別れて勉強できたらうれ
しいな。

• その場所を使うルール（どっちかに守
らなきゃいけない）

図書館のなかの
勉強する場

• 中央図書館で学習できるスペースを増
やしてほしい

オンラインの勉強の場 •「オンライン自習室」があってもいい
（zoom でつないでそれぞれ自習する。

見守りする人がいる）

すでにある施設の広報 •（コミセンの）自習室の利用をもっと
知ってほしい！（特に中高生）

• 普段家で集中して勉強することができ
ないので、集中できる場所がほしい。

• 普段はカフェなどで勉強しているが、
毎回はお金がかかり大変！

• デジタル派とアナログ派など使用目的
によって部屋が分けられているのが理
想

• 防音の音読室があったらいい（英単語
など発音しながら覚えたい）

• 勉強するスペースをつくることで図書
館の読書スペースで勉強する人を減ら
せる

• Youtubeのそういう場はあるが、双方
向のものがいい。休憩中はおしゃべり
したい。

項目 ふせんの内容

※ グループとして成立しなかったが、多くの声が挙がったテーマのため、
運営事務局で整理して模造紙を掲示した。

※ 
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来場者か ら の コ メ ン ト 模 造 紙

•	 勉強する場所だけでもいろいろニーズがある
ことがわかった。いろいろなニーズにこたえる
様々な場所があるといいなあ。

•	 オンラインの自習室ができたらいろんな場所
でいろんな人が使えそう！

•	 たとえばどういう場所に勉強する場があるとい
いですか？学校の近く？駅の近く？
•	 コミセンの時計の秒針をなくしてほしい。
•	 場所のルールについて、わかりやすい場所に
明示的に書いてほしい。

•	 自習室が欲しい。（長時間いられる、数がたく
さんある、勉強するための空間）
•	 図書館の自習室だと時間制限があったり、と
ても静かで逆に集中できなかったりするので、
多少のおしゃべりはゆるされるくらいの軽い場
所がほしい。

•	 防音の音読室というアイデアが新しいなと思
いました。私も暗記するときに音読する派なの
で、周りの目を気にせずに暗記できる場があっ
たらありがたいなと思います。

•	 自習スペースを使うとき、利用時間の制限に
困ってしまったから、もっと利用時間を増やし
てほしい！
•	 文化施設が使えるかも。講演会で使用しない
ときは勉強用に開放する。

感
想
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